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一　

は
じ
め
に

　
『
先
代
旧
事
本
紀
』（
以
下
『
旧
事
本
紀
』）
は
、
近
世
中
期
に
「
偽
書
」

と
さ
れ
て
以
降
、
長
い
間
研
究
に
お
け
る
重
要
性
の
高
く
な
い
も
の
と
し

て
見
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
、
特
に
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

の
享
受
史
の
観
点
か
ら
徐
々
に
研
究
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た（
１
）。

た
だ
し
、『
旧
事
本
紀
』
の
研
究
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
で
あ
り
、
未
だ
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
点
は
多
い
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
、『
旧
事
本
紀
』
そ
の
も
の
の
受
容
の
問
題
で
あ
る（
２
）。

『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
受
容
と
神
話
の
変
奏

─
神
社
関
連
記
事
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て

─

間
枝
遼
太
郎

　

近
世
中
期
以
前
に
お
い
て
、『
旧
事
本
紀
』
は
聖
徳
太
子
・
蘇
我
馬
子

ら
の
手
に
よ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
よ
り

も
古
い
時
代
に
成
立
し
た
文
献
と
見
な
さ
れ
て
い
た（
３
）。そ

う
し
た
時
期
に
、

『
旧
事
本
紀
』
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
か

─
そ
の
こ
と
は
上
代
の
神
話
の
受
容
を
考
え
る
上
で
無
視

で
き
な
い
。
九
世
紀
頃（
４
）に

成
立
し
た
『
旧
事
本
紀
』
は
、
多
く
の
部
分
が

『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』（
さ
ら
に
一
部
は
『
古
語
拾
遺
』）
の
記
述

を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、『
古
事
記
』

な
ど
に
記
載
さ
れ
る
神
話
の
内
容
が
、そ
れ
ら
に
直
接
拠
る
の
で
は
な
く
、

『
旧
事
本
紀
』
に
よ
る
再
構
成
を
経
た
形
で
受
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
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あ
り
得
た
。
特
に
上
代
の
神
話
に
は
『
日
本
書
紀
』
に
な
く
『
古
事
記
』

の
み
に
存
在
す
る
話
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
話
の
受
容
に
関
し
て
、『
古

事
記
』
の
享
受
・
流
通
が
限
定
さ
れ
て
い
た
近
世
以
前
の
時
代
に
『
旧
事

本
紀
』
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。
最
古
の
史
書
と
信

じ
ら
れ
た
『
旧
事
本
紀
』
は
、
正
史
・
神
書
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
利
用
さ

れ
て
き
た
『
日
本
書
紀
』
と
並
び
、
上
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
神
話
と
中
世

以
降
の
神
話
の
受
容
・
展
開
と
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
も
、
注
目
す
べ
き
テ

ク
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
旧
事
本
紀
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
介
し
た
と
き
、
神
話
は
新
た
に
ど

の
よ
う
な
意
味
付
け
を
与
え
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
で
受
容

さ
れ
て
い
く
の
か
。
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
特
に
『
旧
事

本
紀
』
と
〈
神
社
〉
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
な
が
ら
、
神
話
の
受
容
・
変

奏
の
様
子
の
一
端
を
探
る
こ
と
を
試
み
る
。

二　

神
社
へ
の
関
心

　

最
初
に
、『
旧
事
本
紀
』
そ
の
も
の
が
持
つ
特
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。

　
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
世
界
像
に
よ
っ

て
成
り
立
つ
、
別
個
の
物
語
と
し
て
あ
っ
た（
５
）。

そ
の
『
古
事
記
』
と
『
日

本
書
紀
』
と
い
う
異
な
る
論
理
を
持
つ
神
話
を
切
り
貼
り
し
、
さ
ら
に
独

自
の
記
事
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
神
話
テ
ク
ス
ト
を
作
り
出
し
た

の
が
『
旧
事
本
紀
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
『
古
事
記
』
と
も
『
日
本
書
紀
』

と
も
異
な
る
、『
旧
事
本
紀
』
独
自
の
視
点
の
存
在
が
い
く
つ
か
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
で
も
、
受
容
の
問
題
と
大
き
く
関
わ

る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、〈
神
社
へ
の
関
心
〉
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。

　

伊
藤
剣
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に（
６
）、『

旧
事
本
紀
』
の
中
に
は
、
ど
の
神

が
ど
の
神
社
に
鎮
座
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
言
及
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

例
え
ば
、
巻
第
一
陰
陽
本
紀
で
「
建
甕
槌
之
男
神
」
に
「
今
坐
二

常
陸
国

鹿
島
一

大
神
。
即
石
上
布
都
大
神
是
也（
７
）」、「

経
津
主
神
」
に
「
今
坐
二

下
総

国
香
取
一

大
神
是
也
」
と
い
う
説
明
を
付
し
、
巻
第
四
地
祇
本
紀
で
「
都

味
歯
八
重
事
代
主
神
」
に
「
坐
二

倭
国
高
市
郡
高
市
社
一

。
亦
云
二

甘
南
備

飛
鳥
社
一

」、「
建
御
名
方
神
」
に
「
坐
二

信
濃
国
諏
方
郡
諏
方
神
社
一

」
と

い
う
説
明
を
付
す
と
い
っ
た
類
で
あ
る
。
こ
の
類
の
説
明
は
、【
表
１
】

に
示
す
よ
う
に
、『
古
事
記
』
な
ど
に
元
々
見
ら
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

『
旧
事
本
紀
』
か
ら
新
た
に
加
え
ら
れ
た
例
も
か
な
り
多
い
（
特
に
巻
第

四
は
『
旧
事
本
紀
』
独
自
の
例
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
）。『
古
事
記
』
な
ど

に
は
無
か
っ
た
も
の
が
、
意
識
的
に
増
や
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
一
見
些
細
な
記
述
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
神
話
を
現
実
の
神

社
と
直
結
す
る
物
語
と
し
て
位
置
付
け
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
上
代
の
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※�「頁」は鎌田純一『先代旧事本紀の研究』校本の部（吉川弘文館、
一九六〇年）の頁数を示す。

※�神宝の類については、それそのものが明確に神として扱われている場
合のみ掲載した。

【表１】『旧事本紀』における鎮座地関連記事

巻第五

太玉命
大宮地之霊
大八州之霊
櫛磐間戸神・豊磐間戸神

高皇産霊・神皇産霊・魂留
産霊・生産霊・足産霊・大
宮売神・事代主神・御膳神

建 布都大神
大山咋神
大国御魂神
建御名方神
高照光姫大神命
都味歯八重事代主神
高降姫神
下照姫命
味鉏高彦根神
田心姫命
葛木一言主神
大己貴神

五十猛命・大屋姫命・抓津
姫命

田心姫命・市杵島姫命・湍
津姫命

湍津姫命
市杵島姫命
田心姫命
大三輪大神

五十猛命・大屋姫命・抓津
姫命

五十猛命
脚摩乳・手摩乳
天叢雲剣
手力雄神
豊受神
八咫鏡
斎主神
天糠戸神の鏡 八咫鏡
石凝姥命の鏡
中津島姫命
辺津島姫命
瀛津島姫命

瀛津島姫命・湍津島姫命・
市杵島姫命

伊弉諾尊

建速素戔烏尊
天照太御神・月読命

底筒男命・中筒男命・表筒
男命

底津少童命・中津少童命・
表津少童命

経津主神
建甕槌之男神
天尾羽張神
啼沢女神

神名

天富命於安房地立太玉命社謂安房社是也
今坐摩御巫斎祭矣
今生島御巫斎祀矣
並今御門御巫所奉斎矣

今御巫斎祭矣

大倭国山辺郡石上邑
坐近淡海比叡山亦坐葛野郡松尾用鳴鏑神者也
大和神也
坐信濃国諏方郡諏方神社
坐倭国葛上郡御歳神社
坐倭国高市郡高市社亦云甘南備飛鳥社
坐辺都宮
坐倭国葛上郡雲櫛社
坐倭国葛上郡高鴨社云捨篠社
坐宗像奥都島
坐倭国葛上郡
坐倭国城上郡大三輪神社

則紀伊国造斎祠神也

宜降居於筑紫国宇佐島在北海道中号曰道中貴
因教之曰奉助天孫而為天孫所祭即宗像君所祭
之也亦云水沼君祭並三柱神宗像君斎祠三前大
神也

坐宗像辺津宮是所居于海浜者也
坐宗像中津宮是所居于中島者也
坐宗像奧津宮是所居于遠瀛島者也
則大倭国城上郡座是也

即此国所祭之神是也

則紀伊国所坐大神是矣
坐出雲国神是也
今在尾張国吾湯市村即熱田神社所崇之神
此者坐佐那之県也
此坐外宮之渡会神
佐久々斯侶五十鈴宮
今在東国檝取地
即是伊勢崇祕大神
則紀伊国所坐日前神是也
是所居于中島者
是所居于海浜者
是所居于遠瀛者

宜降居於筑紫国宇佐島在北海道中号曰道主貴
因教之曰奉助天孫而為天孫所祭則宗像君所祭
之神一云水沼君等祭神是也

是以構幽宮於淡路之洲寂然長隱亦坐淡路之多
賀者矣

坐出雲国熊野杵築神宮矣
並坐五十鈴川上謂伊勢斎大神

此三神者津守連等斎祠住吉三所前神

此三神者阿曇連等斎祠筑紫斯香神

今坐下総国香取大神是也
今坐常陸国鹿島大神即石上布都大神是也
今坐天安河上天窟之神也
坐香山之畝尾丘樹下所居之神

鎮座地関連記事

二〇一
二〇〇
二〇〇
二〇〇

二〇〇

一四二
一二一
一二一
一一八
一一八
一一八
一一七
一一七
一一七
一一七
一一七
一一六

一一六

一一六

一一五
一一五
一一五
一〇八

一〇五

一〇四
一〇三
一〇二
九三
九三
九三
八五
五八
五八
五四
五四
五四

五三

四七

四三
四三

四三

四三

三一
三一
三一
二八

頁

古語拾遺
古語拾遺
古語拾遺
古語拾遺

古語拾遺

紀

記

記・紀
記・紀
記・紀

記

記
記
記

・紀

紀

紀

紀

紀
紀
紀

紀

紀

引用元

巻第一

巻第二

巻第三

巻第四

巻第七

記
記



國學院雑誌　第 121 巻第 10 号（2020年） ─ 46 ─

神
話
の
享
受
史
上
、
無
視
で
き
な
い
働
き
を
持
つ
。

　

こ
の
神
の
鎮
座
地
に
関
す
る
記
述
は
、『
旧
事
本
紀
』
が
受
容
さ
れ
る

中
で
も
、
少
な
か
ら
ず
注
目
を
集
め
た
。
例
え
ば
、
中
世
に
お
け
る
代
表

的
な
『
日
本
書
紀
』
注
釈
書
で
あ
る
卜
部
兼
方
『
釈
日
本
紀
』
の
「
述
義
」

部
に
は
、『
旧
事
本
紀
』
の
引
用
に
よ
っ
て
注
さ
れ
る
語
句
が
三
十
一
語（
８
）

あ
る
が
、そ
の
う
ち「
武
甕
槌
神
祖
」「
安
曇
連
等
所
祭
神
」「
作
日
矛
」「
紀

伊
国
所
坐
日
前
神
也
」「
五
十
猛
命
」「
天
日
隅
宮
」「
平
国
之
剣　

韴
霊
」

「
即
帝
位
於
橿
原
宮
」「
高
市
社
所
居
事
代
主
神
」「
信
濃
須
波
水
内
神
」

の
十
項
目
に
お
い
て
、
神
の
鎮
座
地
の
情
報
を
含
む
形
で
の
『
旧
事
本
紀
』

引
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
「
五
十
猛
命
」
項
に
て
、

神
名
帳
曰
。
紀
伊
国
名
草
郡
伊
大
祁
曽
神
社
。
名
神
大
。
月
次
。

相
嘗
。
新
嘗
。

大
屋
都
比

売
神
社
。
名
神
大
。
月

次
。
新
嘗
。

都
麻
比
売
神
社
。
名
神
大
。
月

次
。
新
嘗
。

旧
事
本
紀
曰
。
五
十
猛
握
神
。
亦
云
二

大
屋

彦
神
一

。

次
大
屋
姫
神
。
次
抓
津
姫
神
。

已
上
三
柱
、
並
坐
二

紀
伊
国
一

。
則
紀
伊
国
造
斎
神
祠
也
。

　

先
師
説
曰
、
伊
太
祁
曽
神
者
、
五
十
猛
神
也（
９
）。

と
し
、
ま
た
「
信
濃
須
波
水
内
神
」
項
に
て
、

神
名
帳
曰
。
信
濃
国
。
諏
方
郡
南
方
刀
美
神
社
二
座
。
並
名
神
大
。

水
内

郡
健
御
号
方
富
命
彦
神
別
神
社
。
名
神
大
。

旧
事
本
紀
第
三

曰
。
経
津
主
、
武
甕
槌
二
神
、
降
二

到
於
出
雲
国
一

而
、

問
二

大
己
貴
神
一

曰
、
天
神
勅
曰
、
葦
原
中
国
者
、
我
御
子
之
可
レ

知

之
国
。
汝
将
二

此
国
一

奉
二

天
神
一

耶
。
大
己
貴
命
対
曰
、
当
レ

問
二

我
子

事
代
主
神
一

。
然
後
将
レ

報
。
事
代
主
神
謂
二

其
父
一

曰
、
我
父
宜
当
レ

奉
レ

避
。
吾
亦
不
レ

可
レ

違
。
尓
問
二

大
己
貴
神
一

、
亦
有
二

可
レ

白
之
子
一

乎
。
対
曰
、
必
白
レ

之
。
且
我
子
有
二

建
御
名
方
神
一

。
除
レ

此
者
無
也
。

如
レ

此
白
問
、
建
御
名
方
神
、
千
引
之
石
指
二

捧
手
末
一

而
来
言
、

維誰
歟

、
来
二

我
国
一

而
、
忍
々
如
レ

此
言
者
。
然
、
欲
レ

為
二

力
競
一

。
故
、

我
先
欲
レ

取
二

其
御
手
一

。
故
、
令
レ

取
二

其
手
一

者
、
即
成
二

立
氷
一

、
亦

取
二

成
剣
刃
一

。
故
尓
、
懼
而
退
居
。
尓
、
欲
レ

取
二

建
御
名
方
神
手
一

、

乞
帰
而
取
者
、
如
レ

取
二

若
葦
一

、
搭
枇
而
抜
離
、
即
逃
去
。
因
追
往

而
迫
、
到
二

於
科
野
国
州
羽
海
一

、
将
レ

殺
之
時
、
建
御
名
方
神
白
、

恐
矣
。
莫
レ

殺
レ

我
。
々
除
二

此
地
一

者
、
不
レ

行
二

他
処
一

。
亦
不
レ

違
二

我
父
大
国
主
神
之
命
一

。
不
レ

違
二

兄
八
重
事
代
主
神
之
言
一

。
此
葦
原

中
国
者
、
随
二

天
神
御
子
命
一

献
矣
。

又
曰
。
第
四
。

建
御
名
方
神
、
坐
二

信
濃
国
諏
方
郡
諏
方
神
社
一

。

と
す
る
如
く
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
神
名
帳
か
ら
の
引
用
の
み
な
ら
ず
、

さ
ら
に
時
代
を
遡
る
『
旧
事
本
紀
』
に
よ
っ
て
神
の
情
報
を
裏
付
け
て
い

く
。
そ
の
よ
う
な
、
あ
る
神
が
い
か
な
る
存
在
で
、
ど
こ
に
鎮
座
す
る
の

か
に
つ
い
て
の
情
報
源
と
し
て
の
利
用
の
仕
方
が
、『
旧
事
本
紀
』
の
引

用
例
の
う
ち
の
少
な
く
な
い
数
を
占
め
る（

（1
（

と
い
う
点
は
注
意
さ
れ
て
良
い

だ
ろ
う（

（1
（

。



『先代旧事本紀』の受容と神話の変奏─ 47 ─
　

ま
た
、
室
町
後
期
以
降
の
吉
田
神
道
の
神
社
研
究
書
『
諸
社
根
元
記（

（1
（

』

を
見
る
と
、『
旧
事
本
紀
』
の
引
用
は
神
社
に
関
係
す
る
箇
所
で
七
項
目（

（1
（

（「
賀
茂
」「
大
和
」「
日
吉
」「
鹿
島　

香
取　

両
社
」「
諏
方
」「
八
神
殿

濫
觴
事
」「
多
河
神
社
」）
に
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
吉
田
神
道
に
お
い

て
「
神
書
」
と
し
て
特
に
尊
重
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
十
一
項
目
（「
賀

茂
」「
大
神
社
」「
石
上
」「
竜
田
」「
住
吉
」「
広
田
」「
玉
津
島
」「
気
比
社
」

「
平
岡
社
」「
豊
前
国
宇
佐
郡
比
売
神
社
」「
広
田（

（1
（

」）
に
次
ぎ
、『
古
語
拾

遺
』（「
石
上
」「
八
神
殿
濫
觴
事
」
の
二
項
目
）
や
『
古
事
記
』（
引
用
な

し
）
を
大
き
く
上
回
る
引
用
数
で
あ
る
。

　

以
上
、
神
社
と
結
び
つ
い
た
神
話
テ
ク
ス
ト
と
い
う
、『
旧
事
本
紀
』

が
持
つ
特
性
の
一
つ
を
簡
単
に
確
認
し
た（

（1
（

。次
節
か
ら
は
、そ
う
し
た『
旧

事
本
紀
』
の
特
性
に
端
を
発
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
神
話
の
受
容
と
変
奏

の
実
例
を
見
て
い
き
た
い
。

三　

卜
部
氏
の
『
旧
事
本
紀
』
利
用
と
神
社

　

伊
勢
神
道
の
度
会
氏（

（1
（

と
並
ん
で
、
中
世
に
お
い
て
『
旧
事
本
紀
』
を
そ

の
活
動
に
利
用
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
の
が
、
先
述
の
『
釈
日
本
紀
』
の

卜
部
兼
方
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
神
祇
官
の
卜
部
氏
で
あ
る
。『
旧
事
本
紀
』

の
現
存
最
古
写
本
が
平
野
流
卜
部
氏
の
卜
部
兼
永
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
や
、
兼
永
筆
本
の
奥
書
に
兼
方
や
そ
の
父
卜
部
兼
文
ら
の
名
が
見

え
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
卜
部
氏
と
『
旧
事
本
紀
』
と
の
関
係
の
深
さ
は

窺
え
よ
う
。

　

そ
の
兼
永
筆
本
『
旧
事
本
紀
』
の
奥
書
に
は
、
単
な
る
書
写
活
動
の
様

子
の
み
な
ら
ず
、
独
特
な
利
用
の
足
跡
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
次
に

掲
げ
る
、
巻
第
三
天
神
本
紀
の
奥
書
の
記
述
で
あ
る
。

文
永
七
年
六
月
十
一
日
雨
中
天
照
太
神
御
事
抄
出
畢　
　
　
　
　

兼
文

石
上
神
事
抄
畢　

同
十
二
日
高
皇
産
霊
神
皇
産
霊
御
事
抄
出
畢

大
己
貴
神
御
事
抄
出
畢　

事
代
主
神
御
事
抄
出
畢

建諏
方
社御
名
方
神
御
事
抄
出
畢　

同
十
三
日
天
稚
彦
并
味
秬
高
彦
根
神
事

抄
出
畢

天
穂
日
命
事
抄
出
畢　

鹿
島
香
取
事
抄
出
畢

同
十
四
日
天
児
屋
根
命
事
抄
出
畢　

天
太
玉
命
事
抄
出
畢

天
鈿
売
命
事
抄
出
畢　

同
十
八
日
天
思
兼
命
事
抄
出
畢

羽
明
玉
神
事
抄
出
畢　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼
文（

（1
（

　

こ
の
奥
書
か
ら
は
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
六
月
の
十
一
日
か
ら

十
八
日
に
か
け
て
、卜
部
兼
文
が『
旧
事
本
紀
』か
ら
神
々
の
記
述
を
次
々

と
抄
出
し
て
い
く
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
「
石
上
神
事
」

に
つ
い
て
は
、『
続
々
群
書
類
従
』
所
収
の
『
石
上
神
宮
御
事
抄
』
の
中

に
現
在
も
確
認
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
抄
出
を
行
っ
た
兼
文
は
、
諸
社
の
由
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緒
に
つ
い
て
源
雅
言
や
一
条
家
経
と
い
っ
た
公
卿
と
問
答
を
行
っ
て
い
た

人
物
で
あ
り
、
神
祇
・
神
社
の
こ
と
に
関
す
る
人
々
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
回
答
す
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。
小
野
田
光

雄
氏
は
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
右
の
諸
神
抄
出
の
奥
書
も
「
神
祇
官
人

と
し
て
の
日
頃
の
活
動
を
示
す
一
端
で
あ
ろ
う（

（2
（

」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
同
時
に
、
神
祇
・
神
社
の
こ
と
を
説
明
す
る
と
い
う
神
祇
官
人
と
し
て

の
活
動
に
利
用
で
き
る
格
好
の
資
料
と
し
て
『
旧
事
本
紀
』
が
扱
わ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
右
の
よ
う
な
『
旧
事
本
紀
』
抄
出
お
よ
び
神
社
の
説
明
の
営
み

と
関
係
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
現
存
の
テ
ク
ス
ト
は
、
先
に
触
れ
た
『
石
上

神
宮
御
事
抄
』
の
他
に
、
も
う
一
つ
存
在
す
る
。
そ
れ
が
、『
古
事
記
上

巻
抄
』（
以
下
『
上
巻
抄
』）
と
呼
ば
れ
る
資
料
の
中
に
見
え
る
、『
旧
事

本
紀
』
の
引
用
文
で
あ
る
。

　
『
上
巻
抄
』
は
、
前
半
に
『
古
事
記
』
の
国
譲
り
神
話
の
一
部
の
抄
出

文
を
、
後
半
に
『
旧
事
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
の
一
部
の
抄
出
文
を
載
せ

る
と
い
う
形
式
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
『
旧
事
本
紀
』
部
分
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

諏
方
社
事

先
代
旧
事
本
紀
第
三
曰
経フ

津ツ

主ヌ
シ

武タ
ケ

甕ミ
カ

槌ツ
チ

二
神
降
到
於
出
雲
国
【
①

五
十
田
狭
小
汀
】
而
問
大
己
貴
神
曰
天
神
【
②
高
皇
産
霊
尊
】
勅
曰

【
③
天
照
大
神
詔
曰
】
葦
原
中
国
者
我
御
子
之
可
知
之
国
【
④
詔
寄

賜
故
】
汝
将
此
国
奉
天
神
耶
【
⑤
以
不
如
何
于
時
】
大
己
貴
命
対
曰

【
⑥
疑
汝
二
神
非
是
吾
処
来
者
故
不
須
許
也
二
神
則
抜
十
握
剣
倒
刺

立
於
地
踞
其
鋒
端
而
問
大
己
貴
神
欲
降
皇
孫
君
臨
此
地
故
先
遣
此
二

神
駈
除
平
定
汝
意
如
何
当
避
須
不
時
大
己
貴
神
対
曰
】
当
問
我
子
事

代
主
神
然
後
将
報
云

【
⑦
是
時
其
子
事
代
主
神
遊
行
在
於
出
雲
国
三

穂
之
碕
以
釣
魚
遊
鳥
為
楽
故
以
熊
野
諸
手
船
載
使
者
稲
背
脚
遣
天
鳥

船
神
徴
来
八
重
事
代
主
神
問
将
報
之
辞
時
】事
代
主
神
謂
其
父
曰【
⑧

今
天
神
有
此
借
問
之
勅
】
我
父
宜
当
奉
避
吾
亦
不
可
違
云
々

【
⑨
因
於

海
中
造
八
重
蒼
柴
籬
蹈
船
枻
而
天
之
逆
手
打
而
青
柴
垣
打
成
隠
故
】

尓
問
大
己
貴
神
【
⑩
今
汝
子
事
代
主
神
如
此
白
訖
】
亦
有
可
白
之
子

乎
対
曰
必
白
之
且
我
子
有
建
御
名
方
神
除
此
者
無
也
如
此
白
問
（
マ
マ
）建

御

名
方
神
千
引
之
石
指
捧
手
末
而
来
言
誰
来
我
国
而
忍
々
如
此
言
者
然

欲
為
力
競
故
我
先
欲
取
其
御
手
故
令
取
其
手
者
即
成
立
氷
亦
取
成

剣
云
々

【
❶
刃
故
尓
懼
而
退
居
尓
欲
取
建
御
名
方
神
手
乞
帰
而
取
者
如

取
若
葦
搤
批
而
投
離
即
逃
去
因
追
往
而
迫
】到
於
科
野
国
州
羽
海【
❷

将
殺
】
之
時
建
御
名
方
神
白
【
❸
恐
矣
莫
殺
我
】
我
除
此
地
者
不
行

他
処
亦
不
違
我
父
大
国
主
神
之
命
不
違
兄
八
重
事
代
主
神
之
言
此
葦

原
中
国
者
随
天
神
御
子
命
献
矣
云
々

又
第
四
曰
建
御
名
方
神
坐
信
濃
国
諏
方
郡
諏
方
神
社（

（2
（
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冒
頭
に
「
諏
方
社
事
」
と
題
し
、
次
に
巻
第
三
天
神
本
紀
か
ら
、
事
代

主
神
と
建
御
名
方
神
が
国
を
譲
る
と
誓
う
場
面（

（2
（

を
引
用
、
そ
し
て
末
尾
に

巻
第
四
地
祇
本
紀
か
ら
、
建
御
名
方
神
の
鎮
座
地
の
情
報
を
引
用
し
て
い

る
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

（2
（

、

引
用
中
に
十
三
箇
所
の
省
略
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
右

に
掲
げ
た
中
に
お
い
て
白
丸
数
字
①
～
⑩
で
表
示
し
た
省
略
箇
所
は
『
釈

日
本
紀
』「
述
義
」
部
の
「
信
濃
須
波
水
内
神
」
項
に
も
確
認
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
黒
丸
数
字
❶
～
❸
の
省
略
箇
所
は
『
釈
日
本
紀
』

に
見
ら
れ
な
い
、
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
黒
丸
数
字
の
省
略

の
意
味
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
❶
は
武
甕
槌
神（

（2
（

の
手
が
氷
や
剣

と
な
っ
た
こ
と
に
建
御
名
方
神
が
恐
れ
て
退
く
場
面
と
、
建
御
名
方
神
が

手
を
掴
ま
れ
て
投
げ
ら
れ
逃
げ
る
場
面
、
❷
は
武
甕
槌
神
が
建
御
名
方
神

を
殺
そ
う
と
す
る
場
面
、
❸
は
建
御
名
方
神
が
命
乞
い
を
す
る
場
面
に
あ

た
る
。『
釈
日
本
紀
』
の
時
点
で
見
ら
れ
た
①
～
⑩
の
省
略
箇
所
は
建
御

名
方
神
登
場
以
前
の
前
半
部
に
集
中
し
て
お
り
、
諏
訪
の
神
・
建
御
名
方

を
説
明
す
る
の
に
不
要
な
部
分
を
削
ぎ
落
と
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
窺
え
る
が（

（2
（

、『
上
巻
抄
』
の
も
の
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、
建
御

名
方
神
に
と
っ
て
特
に
不
名
誉
な
場
面
を
取
り
去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
『
上
巻
抄
』
に
見
え
る
『
旧
事
本
紀
』
の
引
用
文
は
、
冒
頭
の
「
諏
方

社
事
」
の
表
示
や
、
巻
第
四
地
祇
本
紀
か
ら
の
「
建
御
名
方
神
坐
信
濃
国

諏
方
郡
諏
方
神
社
」
の
引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
信
濃
国
一
宮
諏
訪
社

の
資
料
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
中
で
、
天
神

側
の
勝
利
と
地
祇
側
の
敗
北
を
語
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
国
譲
り
神
話

も
、『
旧
事
本
紀
』
に
お
い
て
そ
の
敗
北
し
た
建
御
名
方
神
が
鎮
座
す
る

と
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
、
諏
訪
社
側
の
立
場
に
寄
り
添
っ
た
よ
う
な
内
容

へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　
『
旧
事
本
紀
』
と
諏
訪
円
忠

　

こ
の
『
上
巻
抄
』
に
つ
い
て
、
小
野
田
光
雄
氏
は
、
引
用
さ
れ
る
『
古

事
記
』
が
卜
部
本
系
統
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
訓
点
が

『
日
本
書
紀
私
記
』（
乙
本
）
や
卜
部
兼
方
自
筆
本
（
弘
安
本
）
の
『
日

本
書
紀
』
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
を
伝
え
た
平

野
流
卜
部
氏
の
子
孫
の
誰
か
、
具
体
的
に
は
、
南
北
朝
時
代
に
諏
訪
社
の

執
行
法
眼
・
諏
訪
大
進
房
円
忠
か
ら
次
に
見
る
よ
う
な
質
問
を
受
け
た
一

人
で
あ
る
卜
部
兼
前
が
、
そ
の
問
い
合
わ
せ
に
応
じ
て
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
と
推
論
し
て
い
る（

（2
（

。

　

延
文
元
年
（
一
三
五
六
）、
諏
訪
社
の
縁
起
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ

て
い
た
諏
訪
円
忠
が
、
当
時
の
太
政
大
臣
・
洞
院
公
賢
に
、
日
本
紀
な
ど
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の
旧
記
に
諏
訪
明
神
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
尋
ね
た
。
公
賢
は
そ

れ
に
つ
い
て
、
吉
田
流
卜
部
氏
の
卜
部
兼
豊
に
回
答
を
依
頼
す
る
。
こ
の

一
連
の
や
り
と
り
は
公
賢
の
日
記
『
園
太
暦
』
の
延
文
元
年
八
月
三
日
条

に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
兼
豊
は
次
の
よ
う
な
請
文
を

送
っ
て
い
る
。

　
　

兼
豊
宿
禰
請
文
後
日
出
之

諏
方
社
間
事
、
一
紙
加
一
見
、
謹
返
上
候
、
此
事
去
貞
和
二
年
、
大

進
公
被
尋
問
候
之
時
、
濫
觴
先
代
旧
事

本
記
文
、

并
御
位
階
者
、
自
従
五
位
下
迄

正
一
位
令
注
進
候
之
処
、
彼
本
記
ニ
所
書
載
之
諸
神
之
御
父
子
可
勘

付
之
由
、
重
被
尋
之
間
、
又
別
紙
ニ
注
進
了
、
国
史
・
記
録
之
所
見

不
書
漏
候
之
処
、
去
正
月
、
以
此
事
書
被
相
尋
兼
前
宿
禰
候
之
由
伝

承
了
、

神
功
皇
后
御
宇
残
兵
船
事
、
桓
武
聖
代
得
記
文
事
、
誅
罰
高
丸
事
、

献
硯
水
事
、
謁
慈
覚
大
師
事
、
弘
仁
聖
主
夢
中
感
事
、
已
上
国
史
并

記
録
無
所
見
候
、

次
弘
安
覆
蒙
古
之
賊
船
事
、
是
又
同
前
候
、
但
依
件
御
祈
、
被
発
遣

伊
勢
公
卿
勅
使
候
、
公
卿
使
中
御
門
大
納
言
、
経
任
卿
、

神
祇
副
使
祖
父

兼
益
宿
禰
参
向
、
其
後
彼
神
彰
霊
威
、
凶
賊
忽
退
散
之
間
、
副
使
兼

益
宿
禰
依
此
賞
令
直
任
神
祇
権
大
副
元
者
大
炊
助
、

候
、
若
不
限
諏
方
一

社
候
歟
、

次
康
平
天
皇
鎮
白
波
凶
徒
之
日
、
進
一
品
爵
仲
範
朝

臣
記
、

云
々
、
此
條
承

和
九
年
五
月
従
五
位
下
、
見
続
日
本

後

記
、

其
後
連
々
次
第
加
階
、
貞
和
二
年
同

注
載
之
、

貞

観
九
年
三
月
十
一
日
従
一
位
、
見
三
代

実
録
、

寛
平
九
年
十
二
月
十
三
日
・
天

慶
三
年
八
月
、
天
下
諸
神
被
奉
授
一
階
之
間
、
当
時
已
為
正
一
位
之

極
位
、
此
事
同
載
貞

和
注
進
、

然
者
康
平
聖
主
争
可
被
授
一
品
之
爵
乎
、
曽
以
不
安

得
仕
候
、
此
重
事
令
相
違
候
者
、
自
余
條
々
同
以
不
審
候
、

…
…

　
　
　
　

八
月
七
日　
　
　
　
　
　
　

神
祇
大
副
兼
豊（

（2
（

　

諏
訪
社
の
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
の
情
報
が
並
ぶ
が
、
こ
こ
で
は
傍
線

部
を
見
よ
う
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、円
忠
は
十
年
前
の
貞
和
二
年（
一
三
四
六
）

に
も
兼
豊
に
対
し
て
諏
訪
社
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
て
き
て
お
り
、
そ
の

際
に
兼
豊
は
、『
旧
事
本
紀
』
に
載
る
諏
訪
社
の
濫
觴
な
ど
、
国
史
・
記

録
に
見
え
る
も
の
を
円
忠
に
教
え
た
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
円
忠
は
文

和
五
年
（
＝
延
文
元
年
）
の
正
月
に
、
今
度
は
平
野
流
の
卜
部
兼
前
に
も

同
様
の
こ
と
を
尋
ね
て
い
た
と
い
う
。
小
野
田
氏
が
兼
前
の
名
を
挙
げ
る

の
は
、
こ
の
記
述
に
拠
る
。

　

た
だ
、
右
の
請
文
を
含
む
『
園
太
暦
』
所
収
の
一
連
の
や
り
と
り
の
中

に
は
、『
旧
事
本
紀
』
の
書
名
は
見
え
て
も
『
古
事
記
』
の
書
名
は
見
え

な
い（

（2
（

。
ま
た
、『
上
巻
抄
』
の
中
の
『
古
事
記
』
と
『
旧
事
本
紀
』
は
、

テ
ク
ス
ト
の
性
質
や
引
用
態
度
が
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
る（

（2
（

。
そ
れ
ら
を
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考
慮
す
る
と
、
小
野
田
氏
の
推
論
の
よ
う
に
『
上
巻
抄
』
そ
の
も
の

0

0

0

0

が
円

忠
の
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
か
は
疑
問
が
残
る
。
作
成
者
を
兼
豊
で
は
な
く
兼
前
と
特
定

で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
確
定
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。

　

し
か
し
、『
上
巻
抄
』
そ
の
も
の
か
ら
一
旦
離
れ
て
、『
上
巻
抄
』
の
中

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
❶
～
❸
の
特
徴
的
な
省
略
が
あ
る
『
旧
事
本
紀
』
の

抄
出
文
の
こ
と
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
抄
出
文
が
こ
の
円

忠
と
卜
部
氏
ら
の
や
り
と
り
の
中
の
ど
こ
か
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ

疑
い
な
い
。
と
言
う
の
も
、
後
に
円
忠
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
文
章

の
中
に
、
同
様
の
省
略
箇
所
を
持
つ
『
旧
事
本
紀
』
の
引
用
が
確
認
さ
れ

る
た
め
で
あ
る
。

　
『
上
巻
抄
』
に
つ
い
て
論
じ
た
小
野
田
氏
や
谷
口
雅
博
氏（

（3
（

は
言
及
し
て

い
な
い
が
、
そ
も
そ
も
一
連
の
円
忠
の
調
査
は
、
諏
訪
社
の
新
し
い
縁
起

書
を
作
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
延
文
元
年
の
十
一
月
に

完
成
し
た
の
が
、
現
在
『
諏
方
大
明
神
画
詞
』（
以
下
『
画
詞
』）
と
し
て

知
ら
れ
る
縁
起
絵
巻
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
『
画
詞
』
の
冒
頭
に
は
『
旧
事
本
紀
』

の
引
用
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
引
用
文
を
『
上
巻
抄
』
に
見
え
る
省

略
箇
所
（
①
～
❸
）
と
対
照
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

旧
事
本
紀
ニ
曰
、
天
照
太
神
ミ
コ
ト
ノ
リ
シ
テ
経
津
主
総
州
香

取

社

ノ
神
、

武
甕
槌
常
州
鹿

嶋

社

ノ
神
、二
柱
ノ
神
ヲ
出
雲
国【
①
】ニ
降
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、

大
己
貴
雲
州
杵
築

和
州
三
輪

ノ
命
ニ
向
テ
ノ
タ
マ
ハ
ク
【
②
】【
③
】、
葦
原
ノ
中
津

国
者
我
御
子
ノ
シ
ラ
ス
ベ
キ
国
ナ
リ
【
④
】。
汝
マ
サ
ニ
此
国
ヲ
モ

テ
天
ノ
神
ニ
奉
ン
ヤ
【
⑤
】。
大
己
貴
ノ
命
申
サ
ク
【
⑥
】、
我
子
事

代
主
摂
州
長
田
社

神
祇
官
第
八

ノ
神
ニ
問
テ
返
事
申
サ
ン
ト
申
。【
⑦
】
事
代
主
ノ
神
申

サ
ク
、【
⑧
】
我
父
ヨ
ロ
シ
ク
マ
サ
ニ
サ
リ
奉
ル
ベ
シ
、
ワ
レ
タ
ガ

ウ
ベ
カ
ラ
ズ
ト
申
。【
⑨
】【
⑩
】
又
、
我
子
建
御
名
方
、
諏
方
社
ノ

神
、
千
引
ノ
石
ヲ
手
末
ニ
サ
ヽ
ゲ
テ
来
テ
申
サ
ク
、
是
我
国
ニ
キ
タ

リ
テ
、シ
ノ
ビ
テ
カ
ク
イ
フ
ハ
、シ
カ
ウ
シ
テ
力
ク
ラ
ベ
セ
ン
ト
思
。

先
ソ
ノ
御
手
ヲ
取
テ
、
即
氷
ヲ
成
立
、
又
、
剣
ヲ
取
成
、【
❶
】
科

野
国
州
羽
ノ
海
ニ
イ
タ
ル
【
❷
】
ト
キ
、
建
御
名
方
ノ
神
申
サ
ク
、

【
❸
】
ワ
レ
此
国
ヲ
除
者
、
他
処
ニ
不
行
云
々

。
是
則
当
社
垂
跡
ノ
本

縁
也（

（3
（

。

　

こ
こ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、『
上
巻
抄
』
の
『
旧
事
本
紀
』
抄
出
文
の

省
略
箇
所
の
範
囲
の
記
述
は
、『
画
詞
』
で
も
ほ
ぼ
同
様
に
存
在
し
な
い

の
で
あ
る（

（3
（

。

　
『
画
詞
』
所
引
の
『
旧
事
本
紀
』
に
建
御
名
方
神
の
逃
亡
や
命
乞
い
の

記
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
長
野
県
諏
訪
市
の
自
治
体
史
で
あ

る
『
諏
訪
市
史
』
は
、
編
者
で
あ
る
円
忠
が
諏
訪
社
の
祭
神
の
縁
起
譚
と

し
て
『
画
詞
』
に
載
せ
る
に
は
不
適
当
と
考
え
て
削
除
し
た
、
と
解
説
す
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る（
（3
（

。
し
か
し
こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
建
御
名
方
神
の
不
名
誉
な
記
述
の

省
略
は
、
円
忠
に
『
旧
事
本
紀
』
に
つ
い
て
教
示
し
た
卜
部
氏
側
の
テ
ク

ス
ト
と
、
円
忠
の
手
に
な
る
テ
ク
ス
ト
と
の
双
方
に
確
認
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、『
上
巻
抄
』
に
見
ら
れ
る
『
旧
事
本
紀
』
抄
出
文

の
よ
う
な
省
略
が
あ
る
何
ら
か
の
テ
ク
ス
ト
を
、
平
野
流
の
兼
前
か
吉
田

流
の
兼
豊
が
用
意
し
て
お
り
、そ
れ
を
円
忠
が
入
手
し
て
参
照
し
た
結
果
、

『
画
詞
』
の
中
の
『
旧
事
本
紀
』
引
用
も
逃
亡
や
命
乞
い
の
記
述
が
省
略

さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

テ
ク
ス
ト
を
神
社
の
説
明
の
た
め
に
抄
出
し
て
利
用
す
る
と
い
う
営
み

の
中
で
、
神
話
は
神
社
の
由
緒
を
説
明
す
る
の
に
相
応
し
い
よ
う
に
手
を

加
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
単
に
不
必
要
な
部
分
を
削
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
神
社
に
と
っ
て
本
来
都
合
の
悪
い
は
ず
の
神
話
で
も
、

神
社
の
縁
起
と
す
る
に
不
都
合
の
な
い
内
容
へ
と
変
え
て
し
ま
う
と
い
う

可
能
性
を
も
内
包
す
る
営
み
だ
っ
た
と
言
え
る
。
神
社
と
結
び
つ
い
た
神

話
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
『
旧
事
本
紀
』
は
、
そ
の
よ
う
な
営
み
の
中
で
用
い

ら
れ
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。

五　

神
話
の
さ
ら
な
る
変
奏

　

な
お
、『
画
詞
』
に
お
け
る
『
旧
事
本
紀
』
の
引
用
文
は
、
単
に
諏
訪

社
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
記
述
が
除
か
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
特
徴
を
持
つ
。
卜
部
氏
の
用
意
し
た
『
旧
事
本
紀
』
の
テ
ク
ス
ト

は
、
❶
・
❷
・
❸
の
省
略
に
よ
り
、
武
甕
槌
神
の
手
が
氷
や
剣
に
な
る
描

写
の
直
後
に
突
然
建
御
名
方
神
が
信
濃
の
諏
訪
へ
来
て
国
を
譲
る
こ
と
を

誓
う
場
面
へ
と
切
り
替
わ
る
と
い
う
、不
自
然
な
内
容
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
の
よ
う
な
省
略
と
そ
れ
に
伴
う
叙
述
の
不
明
瞭
さ
は
、
そ
の
延
長
線
上

に
さ
ら
な
る
神
話
の
変
奏
の
余
地
を
生
み
出
し
て
い
た
。
次
に
、
問
題
と

な
る
『
画
詞
』
の
引
用
箇
所
の
一
部
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
旧
事
本
紀
』

の
一
節
を
掲
げ
る
。

①
『
画
詞
』

又
、
我
子
建
御
名
方
、
諏
方
社
ノ
神
、
千
引
ノ
石
ヲ
手
末
ニ
サ
ヽ
ゲ

テ
来
テ
申
サ
ク
、
是
我
国
ニ
キ
タ
リ
テ
、
シ
ノ
ビ
テ
カ
ク
イ
フ
ハ
、

シ
カ
ウ
シ
テ
力
ク
ラ
ベ
セ
ン
ト
思
。
先
ソ
ノ
御
手
ヲ
取
テ
、
即
氷
ヲ

成
立
、
又
、
剣
ヲ
取
成
、
科
野
国
州
羽
ノ
海
ニ
イ
タ
ル
ト
キ
、
建
御

名
方
ノ
神
申
サ
ク
、
ワ
レ
此
国
ヲ
除
者
、
他
処
ニ
不
行
云
々
。
是
則

当
社
垂
跡
ノ
本
縁
也
。

②
『
旧
事
本
紀
』

建
御
名
方
神
、千
引
之
石
指
二

捧
手
末
一

而
来
言
、誰
来
二

我
国
一

而
忍
々

如
レ

此
言
者
、
然
欲
レ

為
二

力
競
一

。
故
我
先
欲
レ

取
二

其
御
手
一

。
故

令
レ

取
二

其
手
一

者
、
即
成
二

立
氷
一

、
亦
取
二

成
剣
刃
一

。
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注
意
す
べ
き
は
傍
線
部
で
あ
る
。『
旧
事
本
紀
』
の
方
の
傍
線
部
は
、

こ
れ
ま
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
建
御
名
方
神
が
武
甕
槌
神
の
手
を
取
ろ

う
と
言
っ
た
の
で
、
武
甕
槌
神
が
自
ら
の
手
を
取
ら
せ
て
、
そ
の
手
を
氷

に
変
え
、
ま
た
剣
に
変
え
た
、
と
い
う
文
意
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、『
画

詞
』
の
傍
線
部
に
は
『
旧
事
本
紀
』
に
お
け
る
「
故
令0

レ

取
二

其
手
一

者
」

の
「
令
」
に
相
当
す
る
表
現
が
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、「
先
ソ
ノ
御

手
ヲ
取
テ
」
と
そ
の
次
の
「
即
氷
ヲ
成
立
、
又
、
剣
ヲ
取
成
」
の
主
語
は

建
御
名
方
神
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、『
旧
事
本
紀
』
の
「
成
二

立
氷
一

、
亦
取
二

成
剣
刃
一

」
は
「
立
氷

に0

成
し
、
ま
た
剣
刃
に0

取
り
成
す
」
と
訓
ま
れ
、〈
手
を
氷
に
変
化
さ
せ
、

ま
た
剣
に
変
化
さ
せ
た
〉と
解
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
が
、『
画
詞
』で
は「
氷

ヲ0

成
立
」「
剣
ヲ0

取
成
」
と
対
格
を
用
い
る
た
め
、『
旧
事
本
紀
』
と
は
異

な
り
、
手
を
何
ら
か
の
物
に
変
化
さ
せ
た
と
は
読
め
な
い
文
に
な
っ
て
い

る
。
お
お
よ
そ
、
氷
を
出
現
さ
せ
、
ま
た
剣
を
出
現
さ
せ
た（

（3
（

と
い
う
意
味

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
『
画
詞
』
の
傍
線
部
は
、
建
御
名
方
神
の
「
力
ク
ラ
ベ
セ
ン

ト
思
」
と
い
う
発
言
の
後
、
元
の
『
旧
事
本
紀
』
の
よ
う
に
武
甕
槌
神
が

何
か
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、建
御
名
方
神
が
武
甕
槌
神
の
手
を
取
り
、

氷
や
剣
を
出
現
さ
せ
て
自
ら
の
力
を
示
し
た
、
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
話
は
「
科
野
国
州
羽
ノ
海
ニ
イ
タ
ル
ト

キ
」
と
展
開
し
て
い
く
。
建
御
名
方
神
が
逃
げ
武
甕
槌
神
が
追
う
と
い
う

く
だ
り
は
卜
部
氏
が
用
意
し
た『
旧
事
本
紀
』抄
出
文
の
時
点
で
無
く
な
っ

て
い
た
か
ら
、
一
連
の
叙
述
を
綜
合
す
る
と
、
建
御
名
方
神
は
力
比
べ
で

力
を
示
し
た
後
、
自
発
的
に
諏
訪
へ
赴
き
、
そ
こ
に
鎮
ま
っ
た
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
（
（3
（3
（3
（

。

　

建
御
名
方
神
は
武
甕
槌
神
に
敗
北
し
て
お
ら
ず
、
自
発
的
に
国
を
譲
っ

た

─
。
そ
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
円
忠
は
諏
訪
明
神
の
称
揚
を
行
う
。

例
え
ば
『
画
詞
』「
祭
絵
」
巻
第
一
で
は
諏
訪
明
神
を
「
我
朝
根
本
ノ
神
」

と
表
現
す
る
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
円
忠
が
『
画
詞
』
の
後
に
著
し
た
『
諏

方
大
明
神
講
式
』
で
は
建
御
名
方
神
の
諏
訪
で
の
国
譲
り
の
発
言
を
引
用

し
た
直
後
、
建
御
名
方
神
を
指
し
て
「
既
是
和
国
根
本
之
霊
神
也
。
豈

非
二

日
本
草
創
之
本
主
一

哉
」
と
す
る
。「
我
朝
（
和
国
）
根
本
」「
日
本
草

創
之
本
主
」
と
い
っ
た
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
建
御
名
方
神
が
力
比
べ
で
負

け
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
発
的
に
国
を
譲
っ
た
と
い
う
こ
と
を
国

家
の
草
創
を
支
え
た
重
要
な
事
績
と
し
て
高
く
評
価
し
た
も
の
で
、
天
皇

が
今
も
治
め
て
い
る
こ
の
「
我
朝
」（
和
国
・
日
本
）
が
存
在
す
る
の
は

建
御
名
方
神
の
国
譲
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。

　
『
古
事
記
』
の
国
譲
り
神
話
は
天
皇
が
地
上
世
界
を
治
め
る
こ
と
の
正

統
性
を
説
く
物
語
の
一
部
と
し
て
あ
り
、
そ
の
中
で
建
御
名
方
神
は
、
敗
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走
し
命
乞
い
を
し
て
国
を
明
け
渡
す
情
け
な
い
神
と
し
て
描
か
れ
て
い

た
。
し
か
し
そ
の
天
皇
神
話
の
象
徴
的
な
一
幕
で
さ
え
も
、『
旧
事
本
紀
』

と
い
う
媒
体
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
新
た
な
意
味
付
け
と
利
用
の
さ
れ
方
が

な
さ
れ
る
こ
と
で
、
変
貌
を
遂
げ
、
つ
い
に
は
建
御
名
方
神
を
称
揚
し
得

る
も
の
に
ま
で
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

以
上
、『
旧
事
本
紀
』
を
通
じ
た
神
話
の
受
容
の
様
子
を
、
神
社
と
の

関
わ
り
と
い
う
点
に
注
目
し
て
検
討
し
た
。『
旧
事
本
紀
』
は
、
神
社
の

記
述
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
特
性
か
ら
、
神
社
に
つ
い
て
説
明
を
加
え

る
た
め
に
抄
出
・
引
用
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
テ
ク
ス

ト
の
内
容
が
神
社
の
説
明
の
た
め
に
よ
り
適
し
た
内
容
へ
と
加
工
さ
れ
や

す
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
加
工
は
単
に
不
要
な
箇
所
を
取
り

除
く
だ
け
に
と
ど
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
顕
著
な
例
が
、
本
稿
で
見

た
国
譲
り
神
話
の
変
奏
で
あ
っ
た
。

　

個
別
の
神
話
の
利
用
に
際
し
、『
旧
事
本
紀
』
が
典
拠
と
さ
れ
た
こ
と

に
は
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
同
書
の
特
徴
や
、「
最
古
の
史
書
」
と
し
て

有
し
た
権
威
、
そ
し
て
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
古
語
拾
遺
』
と
い
っ

た
先
行
す
る
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
引
用
を
重
複
を
厭
わ
ず
に
行
う
と
い
う
網

羅
的
な
志
向
が
関
わ
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。と
り
わ
け
、

本
稿
で
取
り
上
げ
た
建
御
名
方
神
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
よ
う
に
、『
古

事
記
』
の
み
に
存
在
し
、
も
う
一
つ
の
権
威
で
あ
っ
た
『
日
本
書
紀
』
か

ら
の
引
用
が
で
き
な
い
場
合
、『
旧
事
本
紀
』
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き

な
も
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、そ
の
よ
う
に
し
て
受
容
さ
れ
た
神
話
の
内
容
は
、『
旧
事
本
紀
』

そ
の
も
の
が
加
え
た
新
た
な
要
素
、
さ
ら
に
『
旧
事
本
紀
』
を
取
り
巻
く

独
自
の
受
容
環
境
に
も
影
響
さ
れ
て
、
元
の
『
古
事
記
』
な
ど
の
形
か
ら

様
々
に
変
容
し
得
た
こ
と
を
、
本
稿
で
扱
っ
た
事
例
は
示
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
具
体
例
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
見
て
い
く
こ
と
で
、
上
代
の
神
話
の

受
容
・
流
通
の
様
相
の
実
態
、
お
よ
び
そ
の
中
に
お
け
る
『
旧
事
本
紀
』

の
果
た
し
た
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

〈
注
〉

（
１
）	

本
格
的
な
『
旧
事
本
紀
』
に
つ
い
て
の
論
集
で
あ
る
工
藤
浩
編
『
先
代
旧
事
本
紀

論　

史
書
・
神
道
書
の
成
立
と
受
容
』（
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）
の
出
版
は
そ

の
象
徴
的
な
一
例
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
以
前
の
『
旧
事
本
紀
』
に
つ
い
て
の
ま

と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
鎌
田
純
一
『
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
』
研
究
の
部
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）、
工
藤
浩
『
氏
族
伝
承
と
律
令
祭
儀
の
研
究
』
第
Ⅱ

部
「
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
」（
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
津
田
博
幸
『
生
成
す
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る
古
代
文
学
』
第
一
部
「
日
本
紀
講
と
生
成
す
る
書
物
・
祭
式
」（
森
話
社
、

二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）	『
旧
事
本
紀
』
の
受
容
に
着
目
し
た
研
究
の
早
い
例
に
は
、
門
屋
温
「
解
体
す
る

神
話
・
再
生
す
る
神
々
─
中
世
に
お
け
る
『
旧
事
本
紀
』
の
位
置
─
」（
伊
藤
聡

編
『
中
世
神
話
と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。

（
３
）	

十
世
紀
前
半
の
矢
田
部
公
望
『
日
本
書
紀
私
記
』
の
時
点
で
『
旧
事
本
紀
』
は
『
古

事
記
』
に
先
行
す
る
「
史
書
之
始
」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
中
世
の
『
旧
事

本
紀
』
の
位
置
付
け
も
そ
の
認
識
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
（
門
屋
温
、
注
２
前
掲

論
文
、
三
六
二-

三
六
八
頁
）。

（
４
）	

鎌
田
純
一
、
注
１
前
掲
書
、
七
八
・
七
九
頁
。

（
５
）	

神
野
志
隆
光
『
古
代
天
皇
神
話
論
』（
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
６
）	

伊
藤
剣「
地
祇
本
紀
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
─
系
譜
の
分
析
を
中
心
に
─
」（
工
藤
浩
編『
先

代
旧
事
本
紀
論　

史
書
・
神
道
書
の
成
立
と
受
容
』
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）

六
二
・
六
三
頁
。

（
７
）	『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
引
用
は
、
鎌
田
純
一
『
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
』
校
本
の

部
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
り
、
一
部
私
に
改
め
た
。

（
８
）	

渡
邉
卓
「『
先
代
旧
事
本
紀
』
と
祭
祀
─
『
釈
日
本
紀
』
に
み
る
呪
力
の
受
容
─
」

（
工
藤
浩
編
『
先
代
旧
事
本
紀
論　

史
書
・
神
道
書
の
成
立
と
受
容
』
花
鳥
社
、

二
〇
一
九
年
）
一
四
九
頁
。

（
９
）	『
釈
日
本
紀
』
の
引
用
は
、『
神
道
大
系
』
古
典
註
釈
編 

釈
日
本
紀
（
神
道
大
系

編
纂
会
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

（
10
）	

一
方
、『
古
事
記
』
は
「
述
義
」
部
の
う
ち
五
十
一
も
の
項
目
に
引
用
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
神
の
鎮
座
地
を
明
記
す
る
の
は
「
大
三
輪
神
」「
平
国
之
剣　

韴
霊
」「
七
物
則
蔵
于
但
馬
国
常
為
神
物
也
」「
太
子
令
拝
角
鹿
笥
飯
大
神
」
の
四

項
目
と
な
っ
て
い
る
（「
墨
坂
神　

大
坂
神
」
項
の
「
宇
陀

0

0

墨
坂
神
」
と
「
一
言

主
神
」
項
の
「
葛
城

0

0

之
一
言
主
之
大
神
」
を
数
え
る
と
す
れ
ば
六
項
目
）。

（
11
）	『
釈
日
本
紀
』
は
平
安
時
代
の
『
日
本
書
紀
私
記
』
や
兼
方
の
父
卜
部
兼
文
の
講

義
の
内
容
を
も
取
り
入
れ
て
お
り
、
各
項
目
で
引
用
さ
れ
る
文
献
が
ど
の
段
階
で

初
め
て
引
用
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
判
断
す
る
の
が
容
易
で
な
い
と
い
う
性
質
を

持
っ
て
い
る
が
（
石
崎
正
雄
「
延
喜
私
記
考
（
中
）
─
釈
日
本
紀
に
引
く
日
本
書

紀
私
記
（
六
）─
」（『
日
本
文
化
』
第
四
十
三
号
、
一
九
六
六
年
三
月
）、
鈴
木
啓

之
「
釈
日
本
紀
所
引
古
事
記
の
問
題
点
」（
青
木
周
平
編
『
古
事
記
受
容
史
』
笠

間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
参
照
）、
少
な
く
と
も
兼
方
ま
で
に
そ
う
し
た
引

用
の
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
窺
え
る
。

（
12
）	『
神
道
大
系
』
神
社
編
二 

総
記
中
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
）
所
収
。

（
13
）	

さ
ら
に
、
神
社
と
直
接
関
係
し
な
い
「
鎮
魂
祭
」
項
に
も
一
箇
所
引
用
が
あ
る
。

（
14
）	「
広
田
」
が
二
項
目
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
広
田
」
項
が
『
諸
社
根
元
記
』
の
複
数

の
箇
所
に
存
在
す
る
た
め
で
あ
る
。

（
15
）	

な
お
、
本
稿
で
は
『
旧
事
本
紀
』
に
お
い
て
神
話
が
神
社
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
自
体
を
主
に
問
題
と
す
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
結
び
つ
け
方
も
ま
た
興
味

深
い
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
巻
第
一
で
は
、
一
般
に
大
己
貴
神
と
さ
れ
る
杵
築
大

社
（
出
雲
大
社
）
の
祭
神
が
素
戔
烏
尊
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
伊
藤
剣
、
注
６
前
掲

論
文
は
、
素
戔
烏
尊
を
杵
築
の
神
と
す
る
こ
と
は
大
己
貴
命
を
三
輪
の
神
と
す
る

こ
と
と
連
動
す
る
、『
旧
事
本
紀
』
独
自
の
論
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
指
摘

す
る
。
こ
の
杵
築
の
神
を
素
戔
烏
尊
と
す
る
説
は
中
世
に
登
場
す
る
言
説
と
共
通

す
る
も
の
で
あ
る
が
、伊
藤
氏
も
注
６
前
掲
論
文
の
補
注
に
て
言
及
す
る
よ
う
に
、

実
際
に
十
二
世
紀
の
『
長
寛
勘
文
』
に
は
『
旧
事
本
紀
』
の
当
該
箇
所
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。『
旧
事
本
紀
』
に
散
見
さ
れ
る
そ
う
し
た
特
異
な
結
び
つ
け
方
が
、

後
世
に
い
か
に
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
点
も
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
と
な

る
だ
ろ
う
。

（
16
）	
伊
勢
神
道
に
お
け
る
『
旧
事
本
紀
』
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
純
一
、
注
１
前

掲
書
、
門
屋
温
、
注
２
前
掲
論
文
な
ど
に
詳
し
い
。

（
17
）	

兼
永
筆
本
『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
第
三
奥
書
の
引
用
は
、『
天
理
図
書
館
善
本
叢

書
和
書
之
部
第
四
十
一
巻　

先
代
旧
事
本
紀
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
八
年
）
に
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よ
り
、
一
部
、
鎌
田
純
一
、
注
７
前
掲
書
を
参
照
し
私
に
改
め
た
。

（
18
）	
岡
田
荘
司
「
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
解
題
」（
岡
田
荘
司
校
訂
『
兼
倶
本
宣
賢
本
日

本
書
紀
神
代
巻
抄
』、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
四
年
）
一
三
頁
。

（
19
）	

宮
地
直
一
「
土
佐
国
風
土
記
逸
文
の
発
見
」（『
史
学
雑
誌
』
五
十
五
編
七
号
、

一
九
四
四
年
七
月
）
参
照
。
問
答
の
一
部
は
『
釈
日
本
紀
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い

る
。

（
20
）	

小
野
田
光
雄
「「
古
事
記
上
巻
抄
」
に
つ
い
て
」（『
古
事
記
釈
日
本
紀
風
土
記
の

文
献
学
的
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）
三
六
〇
頁
。

（
21
）	『
古
事
記
上
巻
抄
』
の
引
用
は
、
小
野
田
光
雄
、
注
20
前
掲
論
文
に
よ
る
。
ま
た
、

省
略
箇
所
を
鎌
田
純
一
、
注
７
前
掲
書
に
よ
っ
て
補
い
【　

】
内
に
表
示
し
、『
釈

日
本
紀
』
に
見
ら
れ
る
省
略
箇
所
に
は
白
丸
数
字
を
、
そ
れ
以
外
の
省
略
箇
所
に

は
黒
丸
数
字
を
付
し
た
。

（
22
）	

こ
こ
で
引
か
れ
る
『
旧
事
本
紀
』
の
国
譲
り
の
箇
所
は
、
事
代
主
神
の
登
場
す
る

前
半
部
が
お
お
よ
そ
『
日
本
書
紀
』
に
依
拠
し
、
建
御
名
方
神
の
登
場
す
る
後
半

部
が
『
古
事
記
』
に
依
拠
す
る
。
な
お
、
建
御
名
方
神
の
神
話
は
『
日
本
書
紀
』

に
は
存
在
し
な
い
。

（
23
）	

小
野
田
光
雄
、
注
20
前
掲
論
文
、
三
四
七
・
三
四
八
頁
、
谷
口
雅
博
「
古
事
記
上

巻
抄
」（
青
木
周
平
編
『
古
事
記
受
容
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
一
八
三
頁
。

（
24
）	『
古
事
記
』
と
異
な
り
『
旧
事
本
紀
』
で
は
国
譲
り
に
お
い
て
経
津
主
と
武
甕
槌

の
二
神
が
登
場
す
る
た
め
、
ど
ち
ら
の
神
が
建
御
名
方
神
と
戦
っ
た
の
か
判
断
す

る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
文
脈
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
、『
古

事
記
』
と
同
様
に
武
甕
槌
神
が
建
御
名
方
神
と
戦
っ
た
と
し
て
お
く
。

（
25
）	

不
要
な
記
述
を
除
く
と
い
う
例
は
、『
釈
日
本
紀
』
の
中
に
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
「
武
甕
槌
神
祖
」
項
に
お
け
る
『
旧
事
本
紀
』
の
引
用
で
は
、
武
甕
槌
神

の
説
明
に
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
、
軻
遇
突
智
の
死
体
よ
り
生
ま
れ
た
十
六
柱
の

神
の
記
述
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
平
国
之
剣　

韴
霊
」
項
で
は
、「
以
二

物

部
八
十
手
所
レ

作
祭
レ

神
之
物
一

、
祭
二

八
十
万
群
神
一

」
な
ど
の
記
述
が
省
略
さ
れ

て
い
る
。

（
26
）	

小
野
田
光
雄
「
古
事
記
の
校
勘
訓
釈
の
黎
明
期
」（『
古
事
記
釈
日
本
紀
風
土
記
の

文
献
学
的
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）
三
七
七-

三
八
八
頁
。

（
27
）	『
園
太
暦
』
の
引
用
は
、『
史
料
纂
集
』
古
記
録
編
三
十
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
七
三
年
）
に
よ
る
。

（
28
）	

延
文
元
年
八
月
の
円
忠
か
ら
公
賢
へ
の
質
問
状
に
は
、
兼
豊
ら
か
ら
齎
さ
れ
た
情

報
を
承
け
て
「
素
盞
鳴
尊
御
子
大
己
貴
尊
第
二
御
子
建
御
名
方
神
、
到
科
野
国
州

羽
海
、
不
行
他
処
云
々
、
取
要
、
見
先
代
旧
事

本
記
第
三
巻

」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
『
古

事
記
』
の
名
は
確
認
さ
れ
な
い
。

（
29
）	『
上
巻
抄
』
所
引
の
『
古
事
記
』
の
本
文
に
は
『
旧
事
本
紀
』
部
分
に
あ
る
よ
う

な
省
略
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
『
旧
事
本
紀
』
部
分
と
異
な
り
訓
が
大
量
に
付
さ
れ

て
い
る
。
加
え
て
、『
旧
事
本
紀
』
部
分
が
「
先
代
旧
事
本
紀
第
三
曰
」
と
し
て

引
用
を
始
め
る
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
部
分
は
「
古
事
記
上
巻
抄
」
の
題
の
直

後
か
ら
即
座
に
引
用
が
始
ま
る
。
な
お
、『
古
事
記
』
の
享
受
史
を
見
る
と
、
例

え
ば
平
安
期
の
『
日
本
書
紀
』
講
書
の
場
で
は
、『
古
事
記
』
は
『
日
本
書
紀
』

を
和
語
で
訓
む
と
い
う
営
み
を
支
え
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
（
神
野
志
隆
光
「
講

書
と
「
倭
語
」
の
擬
制
」（『
変
奏
さ
れ
る
日
本
書
紀
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
参
照
）。『
上
巻
抄
』
に
見
え
る
訓
の
多
く
付
さ
れ
た
『
古
事

記
』
抄
出
文
も
、
そ
の
よ
う
な
訓
の
営
み
と
関
連
の
あ
る
も
の
と
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
見
て
い
る
『
旧
事
本
紀
』
の
そ
れ
と
は
大
き

く
異
な
る
利
用
の
仕
方
で
あ
る
。

（
30
）	

谷
口
雅
博
、
注
23
前
掲
論
文
。

（
31
）	『
画
詞
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
石
井
裕
一
朗
「『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
成
立
に
つ

い
て
の
試
論
─
室
町
幕
府
奉
行
人
諏
訪
円
忠
の
絵
巻
制
作
─
」（
二
本
松
康
宏
編

『
諏
訪
信
仰
の
歴
史
と
伝
承
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
32
）	『
諏
方
大
明
神
画
詞
』
の
引
用
は
、
近
藤
喜
博
・
宮
地
崇
邦
編
『
中
世
神
仏
説
話　

続
々
』（
古
典
文
庫
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
り
、
私
に
濁
点
を
付
し
た
。
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（
33
）	

円
忠
が
『
画
詞
』
の
後
に
著
し
た
『
諏
方
大
明
神
講
式
』
に
も
『
旧
事
本
紀
』
の

引
用
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
、

旧
事
本
紀
第
三
曰
、
到
二

科
野
国
洲
羽
海
一

【
❷
】
之
時
、
建
御
名
方
神
曰
、

【
❸
】
我
除
二

此
地
一

者
不
レ

行
二

他
処
一

。
吾
不
レ

違
二

我
父
大
国
主
神
之
命
一

、

不
レ

違
二

兄
八
重
事
代
主
神
之
言
一

。此
葦
原
中
国
者
、随
二

天
神
御
子
命
一

献
矣
。

又
曰
、
建
御
名
方
神
坐
二

信
濃
国
諏
方
郡
諏
方
神
社
一
云

々

。

	

と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
❷
・
❸
の
省
略
箇
所
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
（『
諏

方
大
明
神
講
式
』
の
引
用
は
、『
神
道
大
系
』
神
社
編
三
十 

諏
訪
（
神
道
大
系
編

纂
会
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
）。

（
34
）	

諏
訪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
諏
訪
市
史
』
上
巻
（
諏
訪
市
、
一
九
九
五
年
）

六
八
五
頁
。

（
35
）	「
取
成
」
の
語
は
『
古
事
記
』『
旧
事
本
紀
』
の
国
譲
り
の
箇
所
の
他
、『
古
事
記
』

の
須
佐
之
男
命
の
八
俣
遠
呂
智
退
治
の
際
に
櫛
名
田
比
売
を
櫛
に
変
え
る
場
面
に

「
湯
津
爪
櫛
に
其
の
童
女
を
取
り
成
し
て
」（
引
用
は
、
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆

光
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
一　

古
事
記
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）

に
よ
る
）
と
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
〈
Ａ
を
Ｂ
に
取
り
成
す
〉
の
形
で
〈
Ａ
を
Ｂ

に
変
え
る
〉
を
意
味
す
る
用
例
で
あ
る
（「
成
す
」
の
み
で
も
〈
変
え
る
〉
の
意

味
に
な
り
得
る
が
、
そ
の
場
合
も
や
は
り
〈
Ａ
を
Ｂ
に
（
と
）
成
す
〉
の
形
で
〈
Ａ

を
Ｂ
に
変
え
る
〉
の
意
と
な
る
）。『
画
詞
』
の
当
該
箇
所
の
「
剣
ヲ
取
成
」
に
は

与
格
「
ニ
」
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
対
象
が
存
在
し
な
い
た
め
、「
取
成
」
を
〈
変

え
る
〉
の
意
味
で
解
そ
う
と
す
る
と
〈
剣
を
何
ら
か
の
も
の
に
変
え
た
〉
と
い
う

不
自
然
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
、「
取
」
を
接
頭
語
（「
動
詞
に
冠

し
て
、
そ
の
動
作
と
か
行
為
と
か
を
自
ら
の
責
任
で
作
為
的
に
行
う
こ
と
を
改

ま
っ
て
い
う
の
に
用
い
る
」『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室
町
時
代
編
』）
と
と
っ
て
、

直
前
の
「
氷
ヲ
成
立
」（
氷
を
出
現
さ
せ
た
）
と
同
様
に
剣
を
出
現
さ
せ
る
描
写

と
解
す
。

（
36
）	『
画
詞
』の
当
該
箇
所
が
建
御
名
方
神
が
自
発
的
に
諏
訪
に
来
た
と
い
う
話
に
な
っ

て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
匡
一
氏
も
指
摘
し
て
い
る
（
渡
辺
匡
一
「
諏
訪
大

明
神
絵
詞
と
建
御
名
方
神
」（『
諏
訪
市
博
物
館
研
究
紀
要
』五
、二
〇
一
〇
年
十
月
）

三
頁
）。

（
37
）	

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
諏
訪
下
社
禰
宜
大
夫
桃
井
保
高
が
寺
社
奉
行
へ
送
っ

た
文
書
に
は
、

信
濃
国
諏
方
社
之
儀
者
、
大
己
貴
命
之
御
子
神
に
而
御
名
を
建
御
名
方
命
与

奉
称
候
。父
神
天
下
経
営
之
後
御
譲
を
被
為
請
、芦
原
中
津
国
を
領
給
之
処
、

天
神
之
勅
命
に
依
而
鹿
島
香
取
両
神
出
雲
国
江
下
向
之
砌
、
争
給
而
千
引
石

を
手
末
に
拵
、
力
競
を
成
給
、
又
剣
を
取
而
勇
猛
を
願
、
神
兵
を
案
内
、
科

野
国
洲
羽
海
に
至
給
時
、
芦
原
中
津
国
者
天
孫
に
可
捧
。
当
国
を
以
之
父
神

之
譲
と
し
て
他
国
に
不
行
与
御
誓
約
有
。
是
当
社
鎮
座
濫
觴
に
御
座
候
。

	

と
い
う
、
こ
の
『
画
詞
』
所
引
『
旧
事
本
紀
』
の
内
容
を
承
け
さ
ら
に
発
展
さ
せ

た
と
思
し
き
記
述
が
あ
る
（
文
書
の
引
用
は
、
蟹
江
文
吉
編
『
下
社
禰
宜
大
夫
桃

井
古
文
書
解
読
集
成
』
下
巻
（
桃
井
古
文
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
り
、

私
に
句
読
点
を
付
し
た
）。

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）「
東
ア
ジ
ア
古
典
学
の
次
世
代
拠

点
形
成
─
国
際
連
携
に
よ
る
研
究
と
教
育
の
加
速
」主
催
、「
次
世
代
ロ
ン
ド（
二
〇
）」

（
二
〇
一
八
年
十
一
月
、於
京
都
大
学
）に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

席
上
、
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。


